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遺伝因子の働きについては、 Butenandtl C よる狸々
燭の小限色素についての研究や、 Beadle等によるパ
y プカカビの研究をはじめとした最近の遺伝生化学の
成果から、いろいろ仮説がたてられているが、発生途
ょにおける生体内の化学変化に際して、遺伝因子は種
々の酵素に関係しその結果いろいろの形質がつくられ
るものと考えられている。いわゆる突然変異は、遺伝
菌子が量的、質的の変化をした結果であると考えられ
るから、突然変異を起した個体は、その発生途上におい
て化学的にE 常型と異った過程を経てきたと恩われ
る。だから突然変異個体は、その特異な形質を表わす
成体においては勿論、発生途上においてもE 常型に比
して化学的に何等かの相彦、例えば或酵素、或化学物
質の有無叉は、過不足の燥な相違があるのではないか
と思われる。こう去う見地から狸km患のE 常型と小限
没立の減少する突然変異との聞の化学的な差異、ここで
は後光物質のみの差異について筆者の行切った研究の結
果を報告したい。
この研究に終始あたたかい御指導を賜わりました、

恩師藤井教授・ )1]辺助撤授・須田助教授に謹んでままに
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材料と方法
握，骨髄の幼虫・嫡・成虫を問わず、これらをすりつ
ぶしてアルコールの浸出液をつくり、とれに紫外線を
適すと紫がかった美しい後光が見られる。この蛍光物
質はただ 1種類のものでなく、蛍光の色が異った数種
のものが混りあったものである事が分析によって知ら
れる o この研究に用いた狸柑置は、神戸大浮理学部生
物学教室の飼育室 (25 0 C 士 l O C) で数年に豆り飼い
続けてきた、キイロジヨワジヨクパエ( Drosophila 
melanogaster) のE 常型 (Oregonを使用〉とBar(俸
限突然変異〉その他である。 E 常型は複眼の小限数が
♀では780、会では740であるが、 Barは小限数♀70 ・
合90であって左右の限が棒状に見えるので、この名が
ある。 c第 1図〉

正常型( 千野原図〉
合には後光物質の量が多いが、比の論文は♀のみに
ついて調べたものの報告である。
飼育減の餌は、糖蜜30g ( 叉は薦繍:20g) ; 小麦湯50
g. 寒天 5g. ; 水3印∞.-450cc; 乾燥酵母O.5g; K  
H.PO.;及びK N O "痕跡を煮て波菌した牛乳瓶にス
れ、冷去形純粋培養したパ Y 酵母をうえて 1昼夜飼育
室に放置したものであるが、同じ飼育瓶内でも姶Irbに
羽化してくる個体程栄養その他の関係で大きいので、
この差をなくするために、 ζの研究には最初に羽化し
たものから30個体だけをとり分析に周いた。蝿は羽it，
後.24時間以内のまだ体色の淡いものをとって新しい餌
に移し、約 4 日間飼育して完全に成熟したものを水洗
してから熱殺し、頭胸部をとりきって胸部のみを用い
た。限には赤い色素が多量にあって、とれが分析の妨
げになり、叉胸部には蛍光物質が極めて少いので、服
部のみを用いたものである。成熟した♀蝿は餌を充分
とって胴部ぶはち切れんばかり大きく膨らんでおり、
解剖すると見事に成熟した卵巣が胴部の殆んどを占め
ているのが見られる。究臨したE 常型と Barの♀の胸
部をそれぞれ数.ccの80% ，アノレゴールに約 1時間つけ、
とれに紫外線( 使用フイノレターは東芝U V - D l 355 
m μ〉を通してみると、蛍光は正常型の方が紫色が
強く、 Barはコパルトがかった紫であって明かな善が
認められる o 前述の信長にこの後光物質は、ただ 1種類
ではなく数種のものが混りあっているのだから、 E 鴬
型と Barでは、これら蛍光物質の比率が呉り、その為
ζの像な後光の色の遣いを生ずると J恩われるのでこれ
をペーパ一、クロマトグラフ法〈註〉によって分析し
た。貝日ち処週した蝿の胸部を一定数 C数個体程度〉づ
っ、 1白紙を下に敷いた潟紙( 東洋櫨紙No.50及び No.
3 を使用〉の上でガラス棒によってすりつぶし( 第2
図〉、約10分間風乾後、 Propanol (Norpropano12部
:  1%' アムモニア水 1部〉、或はButanol酢露KButanol
4 部: 氷酢酸 1部: 蒸溜水2部〉で一次元展開し〈努
3図〉、風説によって溶媒を完全に蒸発させて後、紫

第 1図左、 Bar ホモ中、 Bar ヘテロ右、 l外践で蛍光をしらべた。
f設) Paper Chromatography(一次元法〉微量分析の一方法で、灰分の少い鴻紙の一端に試糾をつけ( 原
点〉、風乾後密閉した器の中で原煮の下から際媒をしみ上らせると、試籾の内その溶媒に易溶のもの
ほど溶媒の前践と共に上昇し、要量溶のものは上昇し難〈、全く不溶のものは原慌に残るから、一定時
間後器よりとり出して調べると、試籾が混合物である場合はこの原理から令織が見られる。( 原点よ
りその物質の上昇した距離) /  ( 原点より露擦のしみ上った前線までの距離〉をRfと云い、物質によっτ或溶媒における Rfは決っているから、 Rfから逆にその物質を縫定しうる。
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結果 との実験の結果、第 4図の様な後光協質の斑点を得た。
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第 4 図 E 常型及び小限数減少突然変異の♀自由H岡部に見られる蛍光物質のペーパ一、クロマトグラム
正常型小限数780) ， Barヘテロ: BarとE 常型のへテロ個体〈小限数360) ， bar 3 :  (小限
数へテロに似る) ， Bar: (，j、限数70) ， B，L2 ( 小限数 0) ， K : キヌレニン， O l>: 3ハイドロ

Fl，，: 怪光物質第九 Fl6 : 鐙光物質第 6
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第 4図の如くE 常型と Barでは，'Rfの最も大きいFla I  @  ヨイ・プナの鰐・皮膚、トノサマガエルの皮膚
はほぼ同量であるが、他の蛍光物質はE 常型の方が多 I ( 波路・後藤・櫛引 1952) 、モ Y Vロチヨクの麹、
い結果がえられた o F16はコパルト色であり、 Flsは紫| カイコの皮腐〈梅鉢・中村 1954) その他動物界に広
色である o Fleの量はE 営型も Bar も同量であるが、 | く紫色の蛍光物質の見られる事が多くの人々によって
Flilは正常型に著しく多い為に先の浸出液の調査の| 調べられており、とれがI chthyopterin ( 2  - A m i n o  
時、皇室光の色に養を生じた訳である。胴部は殆んどが I- 6  ， 9  -Dihydroxyptericllne- 8  -Acetic Acid)で
卵巣で占められているからこの結果は卵巣によるもの| ある事が報告されている。関に見られた紫色の蛍光物
ではないかと考えて、 E牒のみをとり出してすりつぶ| 質F LもIchthyopterinであると思われる。
し展開した結果、胴部全体の場合と同様Floは1E常型 I @ 自の高い黄色の蛍光物質は、同時に展開した
もBarもほぼ同量で、 Fl"はE 常型の方が多い事が判つ I 3ーハイドロオキνキヌνニY の Rf と似ているが、
た。正常型とBarl C 見られた差は Bar の小限数が少い| このものが 3ーハイドロオキジキヌνエyであるか杏
為に生じたのであるか、或は小限数とは余り関係のな| かは確認していない。
い別個の生化学的な理由による室主であるかを調べる為 1:移 譲
に、 Bar以外の1]'、限数の獄少する突然変異の♀の胴部 Hadorn • Mitchell (1951) は、キイロνヨクグヨ
について間接の分析を行った。 ζれに用いた突然変異| ヲパエの限色の突然変異』ー- y ( 黄体色限色正常) ;cn 
は、 Barヘテロ( BarとE 常型のへテロ、 Bar因子はX I  c庚砂色限) ;  v  ( 朱色限) ;  st ( 鮮紅色限) ;  car (踏
梁色体上にあるのでへテロは♀にしかなしその小限| 紅玉色眼) ;  ca ( プドー酒色限) ;  p P  ( 帯淡賞ピ Y ク
数は360) ，bar 3  (Barへテロ. に似る) ， B， Lobe2  I限) ;  1t ( 淡積赤色限) ; ws  ( 淡賞赤透明色限) w. 
¥仏obellは Bar同様小限数が非常に減少する突然変異 Ic酬に似る) ;bw ( 淡褐色眼) cn，b w  ( 白色限) ; w  
であるが、 Barの限は棒状に仕るが Lobe2 rJ :円盤状に Ic白色眼〉等一ーの後光物質をペーパー、クロマトグラ
小さくなる。 BarとLobe2の2 因子をもったB . V Iは、 | フ法によって分析し、次の様な結果を報告している。
小限数が更に滅り無限の個体をも生じ、淘汰によって| 限の赤い色素の最も多いE 常型や y の様な群から、会
無限個体の頗度を高める事が出来る。神戸大学川辺助| く赤い色素をもたないw. cn，b wの群まで 7群に分け、
教授によってつくられたもので、この研究には無限の| それぞれの室長光物質を定量してE 常な赤い色素を多く
個体を用いた〉等である。小限数の多いものから順に| もつ若手ほど蛍光物質の濃度が高く、色素の獄少と共に
並べると、 I!鐙光物質が減る宰から蝿に見られる数種の蛍光物質
正常塑〈♀780)，Barへテロ (360)，bar 3  (Barヘテ| が、限の赤い色素と関係ある議・を暗示している。併し
ロに似る)， Bar (♀70)， B，L Il (♀ 0)0 卵と卵巣のみにあるゴパノレト色のF16だけは、 w やcn，
これらの突然変異個体制国して 1定量を蹴壮で Ib w の様な赤い色素を全くつくらない白眼瀞のもので

すりつぶして展開した結果は、先に掲げた第4図の通| もE 常型とほぼ同量持つと記識している。筆者が小限
りで、 ζの結果から次の事が玉まえる。 数の波少する突然変異を用いて調べた結果は、Hadorn
① Flo以外の蛍光物質は小限数の減少と共に獄つ| ・Mitchellが限色の突然変異について報告した結果、
ている。との惑から Bar e l E 粗にみられた Fls馴 I NO't> Fl6 は赤い色素と関係なく、それ以外の蛍光物質
の蛍光物質の量の差は小限数の減少によるものと恩わ| は色素に均例して増減するという事と同じであった。
れる。
@  コパノレト色の蛍光物質 F16 は、どの突然変異で
もほぼ同重であるからこの蛍光物質のみは小限数に関
係ないものと恩われる。

Hadorn ・Mitchellの去う後光物質は限の赤い色素と
関係ありと云う示唆は、筆者の研究結果も亦これを支
持している。合間はメラニシ生成の過程において、メ
ラニシの中間物質のメラニシ化叉はその前駆体への変

③ F16rJ: Hadorn and Mit叫 ( 1951) が蝿の卵| 化は、後光物質の協力による光化学的蹴作用によっ
巣と卵にのが賭すると報告している物質であって、 | ておこるのでないかと去っているが、蜘蹴闘が
同じ献に同時に展開したキヌνニy 伏阪大学医学| 限の赤い色素に関係あるらしい事から考えて、蝿にお
部古川研究室より戴いた〉のR f 及び蛍光の色と等し|
く、叉とのキヌ νニy とFleを混ぜて鴻紙につけても
分離しない事、キヌνニシを多くもっているcn ( 庚砂
色限突然変異〉の燭のF16と全く同じR f と蛍光の色で
ある事等から考えて、との F16 はキヌレユγであると
恩われる。

して働いているのではないかと思われる。
此の研究は昭手胞9年度文部省科学研究助成補助金に
よって行ったもので、同年10月、日本遺伝学会第26聞
大会において発表したものでありますぷ110ページへ〉
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1  . キイロνヨクジヨクバエの小限教の獄少する突
然変異の♀胴部の蛍光物質をペーパー、クロマトグラ
フ法により分析した。
2. 卵と卵巣にみられる FI6 と私するコパルト色の

蛍光物質は、どの突然変異にも府ぼ同量あり、このも
のはキヌνニγと思われる。
3. Fle以外の蛍光物質は小限数の少いものほど少か
った。 ζ の事は Hadorn • Mitchell (1951) が娘色の
突様変異について行った研究の結果と同じで、鐙光物
質が限の赤い色素と関係があると云う Hadorn • 
Mitchellの示唆を支持するものである。
4 . 正常. W lに多い Flおと秘する紫色の蛍光物質は

Ichthyopterinと恩われる。
実践
合間( 1942) : 光と動物
波磨・牧・有賀( 1949) : 家蚕におけるプテ 9:.-の
存在とその遺伝生化学的考察。
動物学雑誌.vo1. 58 No.12 

トを巻くばかりになっているため充分な採集が出来な
かった。今少し早. く知ればと残念に思った。しかし下
に掲げるように相当の種類数が追加され、今後研究の
結果、時代決定の資籾となるようなものもあると予想
出来る。まだ不完全な結果であるが予め報告して、今
後会員諸先生方の御協力を調顕いしたいと思う。
多弁畑貝化石層Pスト。
極めてもろく、断層のためか破砕されているため、
特に 2枚貝類は肉柱、外とう痕は、もちろん、蝶番も
見ることは困難である。現在言い得る事は次の還りで
ある。
1 . 更に 6種類以上追加し得る。
2. 1. JI商産地はl司ー fauna をもっている。
すなわち連続した地層である。

3. 舞子、高塚山貝層〈鮮新陛〉、 岩屋層〈新第三
記〉、西宮上部貝層〈洪積世〉の内どの faunaと
も類似点は見出せない。

更に恋捜して、多井畑貝層の faunaを朗らかにし、
地層的、古生数} 学的記載を行う所存である。終りに臨
んで末筆ではあるが、標本凝集に関して絶大な御支援
を裁いた、神戸市水道局の現揚の方々、ならびに市立
須磨高等学校藤原良裕氏に感謝を捧げる。

Hadorn 回 d Mitchell (1951) 
Properties of Mutants of Drosophi1a  melano-
gaster and Changes during Development as 
Revealed by Paper C hromatography. 
Proc. N. A. S. vo1. 37 
波磨・後藤・櫛夢1 (1952) :  
コイ・フナの皮膚及び鰐の紫色蛍光物質。
科学 vol.22 N o . 9  
駒井卓編 (1952) :  
ジヨクジヨクパエの遺伝と実験。
培風館
梅林・中村( 1954) :  
蝶の麹におけるキヌレニγの存在。
動物停雑誌 vol.63 N o . 2  
藤井・ )11辺.; ; f V f ; :・金久・前回(195め:
狸々蝿の緑眼の発生遺伝学的研究W 成虫におけ
る鐙光物資。
遺伝学雑誌 vol.29 N o . 4  
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